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   A new sulfamide preparation Melfa (Sulfamethyl thiadiazole) was administered to 8 
cases of acute and chronic cystitis. An remarkable effect was obtained in 6 cases and an 
effect was observed in the remaining 2 cases. A daily dose of  2g was given in 4 divided 
doses and an  exccesive water-intake and combined use with alkaline salt were not used 
for this treatment. 
   Melfa No. 2, a combined preparation of  M'Af  a No. 1 and Romezine  (3ulfamerazine pr-
eparation) in an equal amount were used for the treatment of 5 cases of acute gonococcal 
urethritis. An remarkable ffect was obtained in 3 cases, an effect in 1 case and no effect 
in the remaining 1 case. Administration of a daily dose of 4 g in 4 divided doses was not 
effective, but administration of a daily dose of 6 g in 6 divided doses was found remakably 
effective or effective. 
   (We express our thanks to Prof. Inada for his guidance and review.)
緒 言
プ ロン トジルの発見以来 サル ファ剤 の研究 は
世界各 国に於 て隆盛 とな り,現 在迄3,000種以
上 のものが合成 され たが,近 年 の著 しい抗生物
質療 法 によ り,サ ル ファ剤の適応症 がやや狭 め
られた感 が あつた.し か しサル ファ剤は比較 的
低 廉 で,使 用法 が簡単で あり,抗 生物質 とはそ
の作 用機転を異 に してお り,叉 抗生 物質の副作
用(ア ナフィ ラキ シー)等 の点 よりして,今 日
依然 として一般 に広 く使用 され ている.し か も
近時新 らしいサル ファ剤 として有 力な ものが各
種 出現 しているが,こ こに発 表す る メル ファ
(Sulfamethylthiadiazole)はVonkennel
鋼dKimming(1940)及びJenSenand
Possillg(1941)によ り合 成 され,英 国に於 て
Urolucosi1(Warner)の商品名 にて尿路感染
症 の治療 に広 く採 用 され,最 近米 国に紹介 され
て尿路感染症 の治療 に優 れた臨床効果が報告 さ
れ るに及び,N。N.R.(1957)にSulfame-
thizoleとして収載 された新 サル ファ剤で ある.
著者等 は田辺製 薬KKよ りメル ファを入手し
て,尿 路感染症 の患 者 に使用 した.又 サ ルファ
配合剤 であ るサル ファグィ クル として メル ファ
とロメジン(サ ル ファ メラ ジン)を 等量配合せ
るメル ファ2号 を淋菌性 尿道炎 に使用 した.こ
れ らの臨床成締 に就 て報告 す る.
薬 剤
～ルファはR-Su;fapil3midp-5-methy1-1p3,4一
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5)広い抗菌作用を有 し変形菌,緑 膿菌,大 腸菌,
連鎖状球菌,黄色葡萄状球菌,好 気性菌等に感受性が
強い.
メルファ2号は メルファとロメジy(サ ルフtメ ラ
ジy)を等量に配合せるサルファダイタルである.






















たが,尿は大腸菌(+減 少)で あ り,僅かに潤濁して
いた,更にメルファ2日 間投与により,尿は清澄,大
腸菌(一)となつた.
〔第3例 〕2才2カ 月,6。 急性膀胱炎.










































た.更 に メルファ2日 間の投与により自覚症は全 く消
失 し,尿は清澄,蛋 白(一),白血球(一),白色葡萄状






状球菌(+培 養)で あった.メ ルファ1日量29,4
日間投与したが,3日 目より自覚症は全 く消失 し,4
日目に来院したが月経中の理由にて患者は尿検査を拒










































萄状球菌1例 である.そ の内4例 は培養により











の成績は欧 米に於ける治 験 報 告と大差なく,
BourqueandJoya1,Barnes,Huges…等は尿






の後の4例 は1日 量69(1回19毎4時 間),
2～3日 にて著効或は有効の結果を得た.著効
例は30～54時間にて排膿,排 尿痛等の自覚症が
消失 した.従 来 ロメジン単独 にては1日量5～






1)新 サル ファ剤 メル ファを急性 及び慢性膀
胱炎8例 に用い,著効6例,有 効2例 の成績 を得
た.本 剤 の投 与は1日 量29,4回 分 服 とし,
特 に過量 の水分摂 取,ア ルカ リ剤 の併用を行つ
てい ない.
2)メ ル ファ とロメジ ン等量 配合剤 メル ファ
2号 を急性淋菌性 尿道炎5例 に用い,著効3例,
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有効1例,無 効1例 の成績 を得 た.本 剤 の投 与
は1日 量49,4回 分 服では無効 であつたが,
1日量69,6回 分服 では著効或 は有効で あつ
た.
3)メ ル ファ及 び メル ファ2号 に よる副作用
は なか つた.
(恩師稲田教授の御指導御校閲を深謝する.)
文 献 省 略
附表 メルファ及び メルファ2号使用症例の概要
症例年令 性 病 名 投 与 方 法(総量) 尿 鏡 検 効賜 難 備
1後 の日数前
考
1 30 ♀ 急性膀胱炎 メル ファ2g×4日(8g) 大腸菌(+)(一)著効4日
2 68 6 〃 〃29×6目(129) 〃(+) (一)〃4日
3 2
;
8 〃 〃0.59×7日(3.59) 〃(+) (一)ノ4日



























8 ♀ 〃 〃29×4日(89) 黄ブ菌(+)不詳 有効3日 培養,継 続2目投与するも経過不明
9 20 ♂ 急性淋菌性尿 道 炎 メル ファ2号4g×2日(89)淋 菌(+)(+)無効 抗生物質療法に転向
















Bト ♂ 〃 〃69×2日(129) 〃(+) (一)有 効 投与終了後少量の排膿あり,抗生物質療法に転向
